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商品名： ＩＳＯ９００１活用 強靱な企業体質作りを支援 
商品活動実績報告書 

報告日 平成 18 年 10 月 26 日 報告者  馬場 賢  

商品グループ名 ＩＳＯ経営マネジメントグループ（ＩＭＧ） 

代表者名 田中義二 

連絡者名及び連絡先 八鍬和夫 e-Mail：VET00714@nifty.com 

１. 実施内容およびメニュー 

ＩＳＯ経営マネジメントグループ（IMG）は長年 ISO19001 認証取得支援に携わってきたが、製

造業の現場で ISO が「お荷物」になっている、これには認証取得支援する我々にも責任があると

痛感し「真に経営に役立つ ISO」を追求してきた。現在市場に存在しかつ一定の顧客支持を受け

ている企業は、ISO9001 の要求事項に「現状のままでも 80％程度」は適合していると考える。   

従ってＩＭＧでは、下図１の「支援の枠組みとメニュー」を次の取り組み方で提案している。 

• 現状の管理の仕組み活かして別物でないＩＳＯを構築し、それに企業の課題を組み込む 

• 加えて想定される課題に対し、下図１の枠組みで具体的な成功要因（顧客便宜に徹する維持

の営業、設計・製造の納期短縮など）とそのプロセス構築のチェックリストを用意している 

明日に向け更なる成長・発展を遂げるため、ＩＳＯを導入すると同時に変化する環境に「フッ

トワーク良く対応できる足腰・体質」を作る支援をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

ＩＭＧの「実際面の特徴」は、図２で 

• 解決すべき課題を各分野の４Ｍと目標指標ＱＣＴ

まで具体化する「現場に密着」した実戦性と 

• 各部門のキーマンを組込んだプロジェクトで進め、 

「自律的に機能」する仕組みを構築する点にある。 

図１ 強靱な企業体質作り支援の枠組みとメニュー 

無料相談：１日 
• 強み、弱みの棚卸し 
• 改革の分野、方向性を提示 
事前準備：ホームページ確認 
        キーマン意識調査（アンケート）

経営改革ご提案：３カ月 
• 強み、弱みの棚卸し 
• 改革の分野、実現条件、目標指標 
部門別、４Ｍ、ＱＣＴで具体的に提示 

仕組み構築：６カ月 
• プロセス、作業手順、ＩＴ活用 
• 管理ポイント、目標指標 
自立的に機能する仕組みを構築 

  ご提案メニュー 

実戦的に機能する仕組みに落し込む 
              ［ISO活用 プロセス革新］

 

顧客信頼を得て 
    売上を伸ばす 
     ［営業革新］ 

物作りの QCTを 
         一層磨く 
      ［生産革新］

強靱な企業体質作りへの道筋を設定する 

                    ［ 経営戦略設定］ 

ＩＭＧの支援の枠組み 

プロジェクトを通して人材を育成する 
                 ［意識改革・行動改革］

分野 
顧客・営業 
開発 
製造 
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４Ｍ 
部材・配置 
作業手順 
設備・ＩＴ 
人・スキル 

課
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仕組み：業務プロセス＋キーマン意識・行動 
図２  部門課題落し込みの枠組み 
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２. ＩＭＧの営業活動 

  ＩＭＧの今までの営業活動は、対象とした顧客ニーズが、①ISO9001：2000 年版への移行と②

ISO9001 の活用であったため、神奈川県を主に一部東京大田区などを含む ISO9001 認証取得企業

の名簿を作成しＤＭを打つ方法であった。 

（１）2000 版移行セミナ・相談会開催 

   ISO9001 は品質システムとして 94 年に制定

されたが、2000 年版において「経営管理システ

ム」に衣替えし、94 年版の有効期限が 03 年 12

月までだったことから、各社 2000 版の再取得が必要であった。 

  そのニーズをターゲットに、図３の条件で２回の「無料セミナと相談会」を行なった。 

  一回目はＤＭヒット率も約５％と高く、セミナ後も６～７社が相談に残りその内の１社から受

注した。２回目はほとんどが 2000 年版への準備を開始済で情報収集が目的のようだった。 

（２）健全な企業体質作り支援のＤＭ 

  04 年 11 月、支部パワーアッププログラムとして開発した１項の提案を、ISO2000 年版取得企業

780 社に対して「社長様、関心ありましたらＩＭＧにコンタクとを」という内容でＤＭした。 

  結果は「レスポンス＝０件」  ＩＭＧメンバがＤＭ先の社長と面識がある企業が 13～4 社あった

ので、各々が社長に電話をいれ「11 月にお送りしたこのようなＤＭにご記憶がありますか」と追跡

フォローを行なった。この結果は「記憶にある＝０件」だった。 

  ＤＭ封筒の表には「赤字」で「社長様、こういう資料を送付」と記してあったが、毎日多数のＤ

Ｍがくる中で社長または経営層に見て貰うのは容易でない。ISO9001：2000 年版のように「テーマ、

担当部門」が明確な場合は難しさが「やや軽減」されるが、「健全な企業体質作りとか経営革新」

のようにターゲットへの「絞込み」が広いテーマではＤＭはダメと痛感した。 

（３）成果 

  ＩＭＧのグループ活動の成果は、上記第一回セミナの受注と人脈（紹介）による受注の計２件で

ある。そのほかに、ＩＭＧメンバ個人の ISO9001 認証取得支援は数件あり、また図１の「支援の枠

組み」は、実質は「経営革新の一連のプロセス」であり、実現法として（ISO9001 でなく）ＩＴ活

用に落す場合や、第二創業、企業再生など異なる顧客条件での支援にも使用している。 

（４）今後に向けて 

  支部のセミナ・展示会を組み合わせた「イベント共催提案」への対応のため、図 1 の「支援の枠

組み」を５つの各２時間程度のセミナパッケージにまとめた。 

  わが国の製造業を支えている上位の中小製造業といえども、更なる発展のため「強みを磨き、体

質強化」を図る必要がある。しかしそのような意図を持った企業・経営者と出会うのが難しい。支

部主催の展示会には継続して参加すると共に、今後も営業活動を計画して行いきたい。 

回数 実施時期 ＤＭ数 参加者数 
１回目 02年２月 480社 25社 42名
２回目 02年６月 420社 ８社 12名

図３  2000 年版切り替えセミナＤＭ 
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３. 実績事例紹介 

  第一回セミナの参加企業で相模原市にある特殊ケーブルの製造業、従業員は約 50 名。一品生産

も含む少量かつ通常のメーカは品質上やりたがらない「特殊加工・組立」のケーブルを扱う。設計

込みで平均納期５日。顧客は通信関連機器の大手・中堅企業である。 

   セミナには、のちに「管理責任者」となる役員と事務局員が出席した。セミナ後の相談会で、

図１メニューの「無料１日相談」からスタートすることになった。無料相談以降システム構築まで

ＩＭＧメンバ２名で進めた。 

（１）無料１日相談から即日受注へ 

   １日相談は、図４で事前にホームページか

ら日々の業務形態と問題がありそうな点を特

定し、それに各部門キーマンのアンケート結果

を重ねて「提案書（仮説）」を作成しておく。 

  その要点検証を、社長面談（ＡＭ２Ｈ、最初

30 分は図 1 のＩＭＧの「支援の枠組み」をプレゼン）と各部門キーマン面談（ＰＭ２Ｈ）で行い、

提案書を完成（約１Ｈ）する手法を採っている。 

  ＰＭ４時から社長を含む全面談者に集まっていただいて提案書をプレゼンした。 

  提案内容の質疑応答後、社長が次の問題を切り出してＩＭＧとの議論になった。 

「当社はＩＳＯは要らない。 (既取得の 94 年版は) なんの効果もなく金ばかりかかるので止め

てしまえと言っている」  これに対し「2000 年版は違う。顧客満足からスタートする包括的な管理

システムに脱皮している」というと社長は「仲間で 2000 年版を取ったのがいるが何も変わらない

と言っている」と反論。それに対し「確かに旧版同様 ISO を別物として導入するコンサルも居るが

ＩＭＧは違う。今朝プレゼンしたように御社の基本の課題をＩＳＯに組み込む」と表明。 

  上記の議論を２～３回、違う言い方で繰り返したあと、最後に社長が「分かった、今回はＩＭＧ

にお願いする。（メンバに向かって）お前らＩＳＯ取得は３、会社を良くするのを７の比率で、Ｉ

ＭＧの言うことを良くきいて進めて呉れ」となり、偶然のきっかけから即日受注となった。 

（２）構築・導入のステップ 

  各部門のキーマンを組み込んだプロジ

ェクトで月 2 回の定例打合せで進めた。 

  ４～６月の間で、各部門の課題を摘出、

社長の方針・目標決定，それを展開した各

部門の課題・目標を設定し、プロジェクト

宣言大会で社長、各部門の代表が「実行宣

言」をしてシステム構築に入った。 

事前調査 
①HPで業態調査：製品、得意先、設備、等 
②キーマン意識調査：アンケート、約 10名 

提案書：事前準備→(ヒアリング) →修正・報告 
①現状分析(1頁)：SWOT分析、課題の集約 
②提案（1頁）：改善方向性、QCD、CSへ展開

図４  無料１日相談の枠組み 

月 4   5   6 7   8   9 10～ 
全体 
 

   

現状調査 
課題集約 

   

ｼｽﾃﾑ構築 
文書化 

   

導入準備    
図５  導入・構築のステップ 

ﾌﾟﾛｾｽ再構築 
         ◇ 

各層教育等 ◇ 

 方針・課題 
  ◇ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ発足 
   ◇ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ宣言 
◇ 

文書化 
 ◇ 
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（３）方針・目標設定をめぐる葛藤 

  月 2 回の例会時に必ず夕方に社長との打合せ時間を取り、当日の要点を報告すると共に社長の方

針・目標設定を 2 カ月程度かけて行なった。 

  ＩＭＧから今回のシステム構築では「社長の方針・目標を各部門に展開」するので設定して頂き

たいと(サンプルなども提示して)迫った。 

  社長の葛藤は「方針展開だけで全て任したら会社はつぶれる。人材が足らない。しかし俺が死ん

だらこの会社は間違いなくつぶれる。だからこのままではいけないとは思う。普通の会社になれと

いうことか？ コアになる社員をなんとか育てなくては 」であった。「状況は分かっている。でも

設定して下さい。 方針・目標があってはじめてチャレンジも出てくるので」と進めた。 

  社長方針の一番目は「社員」の豊かな生活と力量アップであり、５時で仕事を終わらせろ、そし

て家族のこと、自分の趣味・教養、力を磨け、それらの機会を設ける、昇進の道を開くであった。 

  二番目が「お客さまのニーズに応える」で「製造業もサービス業」が柱だった。 

（４）「お客を向いていない」と一喝された部門課題 

   前項で社長が方針と共に設定した目

標を、前掲図２の枠組みで図６の部門課

題と目標指標に展開した。 

  社長方針の「製造業もサービス業、時

間が利益を生む」を受けて最重視したの

が「設計込みの短納期化」プロセスであ

り、見積りのＤＢ化・再利用から始まり

設計の Input/Output 明確化、設計図のＤＢ化・再利用、ケーブル・コネクタなど材料欠品減少、

最後に出荷部門の納期遅れ率把握と分析まで、一連のプロセスと管理指標を設定した。 

   プロジェクトで設定した部門課題は、社長から一度「具体性を欠く、本気でお客のことを考え

ているのか」と差し戻された。 

   ７月初の全社員参加のプロジェクト宣言大会で、社長は「方針と目標」を、各部門代表は図６

の「部門課題と目標」の実行を宣言し、以降のプロセス構築に着手した。 

（５）業務プロセスと人への落し込み 

 ＩＳＯプロセスの構築は、ＩＭＧが提供した「文書雛型とテンプレート」を使って行なった。 

ＩＳＯ以外に「業務基盤整備」の一環として、①５Ｓ導入（整理→整頓→清掃→社長も一緒に点

検）、②キーマン意識改革教育（土曜日を３回使い「なぜなぜ．．．」の部門ケーススタディ、発表

時は社長参加）、③ＩＳＯ新プロセスに沿った組織変更と評価制度の導入を併せて行なった。 

  社長の「人重視とお客重視」の姿勢、我々もそれを口では言うが第一線で体を張っている人の

説得力と迫力には久さかたぶりに感銘を受けた。                                以上                  

項 社長の目標 部門の課題・目標への展開 
1 売上達成 営業担当と戦術・ツールへ展開 
2 設計込みの 

  納期短縮
IT活用・再利用(見積り、設計図)
材料在庫精度向上(欠品率、回転率)

3
 
顧客満足 
      向上 

顧客電話対応の改善(プロセスとス
キル)、 出荷遅れ率の減少 

4 品質向上 クレームの減少、回答速度アップ

図６ 社長設定目標の部門展開 




